
72 

 

11 ヘルプカード・ヘルプマークについて 
 

県では、共生社会の実現に向けて、平成２８年度からヘルプカードを、平成２９年１０月か

らヘルプマークを導入しています。 

 

 

 

ヘルプカードは「手助けがほしい人」と「手助けしたい人」をつなぐコミュニケー

ションのためのカードです。 

聴覚障がいや内部障がいなど、障がいがあることがわかりにくい人や言葉などでう

まく伝えることができない人は、災害が起こって避難するときや急病の時の対応、日

常生活で、いろいろな困りごと、不安なことがあります。 

障がいのある人等がヘルプカードに、具体的な困りごとや周りの人にお願いしたい

ことを書いて携帯します。そのカードを使って、周囲の人に適切な配慮や支援を求め

ることができるものです。 

ヘルプカードは、各市町において作成し、配布をしています。 

詳しくはお住まいの市町の障がい福祉窓口へお問い合わせください。[Ｐ９,10] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

義足や人工関節を使用している方、内部障がいや難病の方、または妊娠初期の方な

ど、外見から分からなくても援助や配慮を必要としている方々が、周囲の方に配慮を

必要としていることを知らせるものです。 

ストラップにより鞄等に着けて使用し、裏面に付属のシールを貼り、ヘルプマーク

利用者が周囲に伝えたい情報や必要な支援の内容を記入することができます。 

 ヘルプマークを身に着けることで、外見で援助や配慮が必要なことがわかり、公共

交通機関で席を譲ってもらったり、困っている場合に声掛けをしてもらうなどの援助

が得やすくなります。 

 ヘルプマークは、県障がい福祉課及び各市町の障がい福祉窓口において平成 29 年

10 月から配布をしています。 
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愛媛県では、ヘルプマークの普及啓発を図るため、啓発用ポスターの掲示、チラシ

の配架などの取組に賛同していただける民間事業者（ヘルプマーク普及パートナー）

を募集しています。 
 

ヘルプマーク普及パートナーについて 
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